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半促成イチゴの収量におよぼす

無機質窒素肥料の影響

羽　生羽生　幌・小川昭夫

1．緒　言
　栃木県におけるイチゴの栽培は，近年急速に盛んに

なり，全国有数の栽培面積販売高を誇るまでに進展し

た。しかし最近になつて，とくにハウス・ビニールト

ンネル利用の半促成栽培では，収量の頭打ち，品質の

・低下が問題になり，その原因のひとつとして過剰施肥

が指摘されている。たしかに半促成イチゴにたいする

施肥量は，栃木県では連年増加する傾向にあり，無機

質肥料の多肥が，塩類による濃度障害を惹起し，果実

の収量減や品質低下の原因になっていることが想定さ

れる。半促成イチゴは露地栽培のそ菜に比較し生育環

境が著しく異なるため，濃度障害が発現しやすく，し

たがって過剰施肥の影響が端的に現われるものであ

る。

　筆者らは，これらの点について解明するため，1964

年以来3ケ年にわたり，半促成イチゴにたいする窒素

質肥料肥効比較試験および施肥量査定試験を行い，と

くに障害を起しやすい無機質窒素肥料の種類・施肥量

がイチゴの生育・収量におよぼす影響について調べ，

若干の成果を得たので以下報告する。

2．窒素質肥料の種類とイチゴの生育・収量について

　（1）試験方法

　黒色火山灰水田土壌において，各種窒素質肥料の肥

効差をみるため，1964年から67年の間にわたり，鹿沼

’市楡木町で試験を行った。試験地の土壌は，表層360π

までは黒色のCL，全炭素5～6％，置換容量24m。e，燐

酸吸収係数2，000以上であり，下層は関東ローム層に

・接続する典型的な黒色火山灰土壌である。品種はダナ

・一，栽植密度は3．3㎡あたり21株とし，植床と通路の

割合は10対8とした。栽培様式はビニールトンネル

式，施肥・定植は10月中旬（施肥1週間後に定植），

ビニールマノレチ（白）は1月上旬に行い，保温は1月

中旬に開始した。試験区の内容は，無窒素・硫安・塩

安・尿素・石灰窒素・硝酸性複合（燐硝安加里1号，

N：15，P205：15，K20：12を供試）の各区を設け，

窒素（N）燐酸（P205）・加里（K20）おのおの25kg

／10aを施用した。　（この施肥量の表示は，通路を含

めた圃場全面積あたりの施肥量であり，植床にたいす

る実際の施肥量は，この表示量の1．8倍になるわけで

ある。）燐酸は過燐酸石灰（20％），加里は硫酸加里

（50％）を用い，硝酸性複合区の加里は補正しなかっ

た（20kg／10a施用）。施肥方法は，全量基肥とし，植

床全面に全層施用した。潅水は主として畦問潅概方式

をとった。

　（2）試験結果

　10月中旬定植後間もなく，塩安区に枯死株が生じ

た（多い年次には約15％）ので，これを抜取り植え換え

た。定植後から裸温開始までの生育は，季節的な乾燥

と寒冷のため，各区間に差がみられ，塩安区・石灰窒

素区・無窒素区は他区に比較し葉縁の枯れ上りが多か

った。とくに塩安区が甚だしく，枯れ上つた葉縁の内

側に赤褐色斑が現われた。この徴候は塩安区の場合は

塩類による濃度障害と考えられ，石灰窒素区の場合は

無窒素区と同様であることから考えると，恐らく窒素

の遅効性に原因があるものと思われた。硫安区・尿素

区・硝酸性複合区の間には差はみられなかった。

　保温を開始すると，各区とも急速に生育が伸長し始

めるが，とくに石灰窒素区が最も著しく，次いで硝酸

性複合区・尿素区がよく，硫安区はやや劣り，塩安区

が最も悪かった。また無窒素区の生育も旺盛になり，

繁茂は硫安区にほぽ匹敵した生育量を示したが，葉色

はやや淡緑であった。

　開花始期は，石灰窒素区・硝酸性複合区・尿素区・

無窒素区が，他区に比較し僅かながら早くなる傾向が

みられた。また石灰窒素区は殺草効果が大きく，他区

が3回除草したのにたいし，マルチの際1回除草した．

のみで十分であった。

　第1表は収量調査の成績である。この結果による

と，肥料の種類によって果実収量に差がみられ，累計

果実収量では，石灰窒素区（llO）・硝酸性複合区（105）

が高く，尿素区（100）・硫安区（100）がこれに次ぎ，

塩安区（91）が最も低かった。さらにこれを収益性の

高い収穫早期，すなわち3月下旬から4月上旬にかけ

ての収量でみると，石灰窒素区（4月上旬の指数，

139）・硝酸性複合区（前記同，129）・尿素区（123）



14 第1表肥効比較試験収量調査成績（切／10a）

区　　名

無窒素

硫　　安

塩　　安

尿　　素

石灰窒素

硝酸性複合

果
、

3　月
156

（96）

163
（100）

156
（96）

182
（112）

268
（164）

244
（150）

4月上旬

327
（103）

319
（100）

327
（103）

392
（123）

442
（139）

410
（129）

実 重

4月中旬

386
（94）

412
（100）

381
（93）

407
（99）

423
（103）

399
（97）

4月下触．

426
（82）

517
（100）

485
（94）

542
（105）

500
（97）

501
（97）

5　月　 累　計

4go　 　l，785
（79） 　　（88）

624　　，　　　　2，035

（100）　　（100）

500　　 　　　　1，849

（80）1　（91）
　　522 　2，045
（84）　　 　　　　（100）

596　　 　　　　2，229

（96）t　（llO）

582　　　　　　　2，136

（93）1　（105）

生　茎

葉　重

522
（82）

640
（100）

622
（97）

611
（95）

697
（109）

682
（107）

注・（）内の数値は各期間の硫安区の収量を100とした場合の指数

が高く，硫安区（100）・塩安区（103）は著しく低か

った。なお無窒素区は，早期収量，一累計収量とも塩安

区と大差がなかった。

第2表は，この試験地土壌のPH（KCl）・NO3－N

・土壌溶液の電導度の時期別変化を調べた成績であ・

る。土壌は各調査期日ごとに株間から採取した。この，

結果をみると，

第2表　試験地土壌のPH　NO3－N・電導度の時期別変化

区　　名

素窒無

硫

塩

尿

安

安

素

石灰窒素

硝酸性複合

単位
（o履）

PH（KCl）

10月下旬 12月中旬
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注・NO3－Nは乾土1003中のN寵9。電導度はmU／o班。

PH（KC1）は，石灰窒素区が高いが，他区はいずれも

低く，しかも区間の差はみられなかった。硝化作用の

速度は，尿素区・硫安区・塩安区・石灰窒素区の順に

大であった。またNO3－Nの含墨を層位別にみると，

乾燥期に入つた12月中旬，マノレチ・保温開始後の5月

下旬，いずれの時期においても第2層（7～150鷹）より

も第ユ層（0～70記）に多く，たび重なる潅水（この

試験の場合は畦間潅減）によっても，NO3－Nの流亡

は，比較的少ないものと思考された。

土壌の電導度の測定は，関東ハウス土壌研究グノレー

プの申し合せによる方法に拠った。すなわち，生土を

用い乾土1にたいし添加水量5（重量）の浸出液につ・

いて測定した。

電導度は全生育期間をっうじ，硫安区・塩安区が高ξ

く，尿素区がこれに次ぎ，石灰窒素区・硝酸性複合区

が最も低かった（後期は尿素区が最も低い）。これを，

生育障害と密接な関係があると考えられる施肥3週間、

後の第1層の電導度でみると，硫安区，工．88mび・塩．

安区L71mU・尿素区，L40mび・石灰窒素区，0．87

mU・硝酸性複合区，0．66mびを示し，この数値は果実

収量，とくに早期収量と明らかな相関が認められた。

第3表は，施肥3週間後の電導度測定液中のカチー
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第3表　電導度測定液中のカチオン・アニオンの量（乾土1009中m．e．）

区 名

無窒素

硫　　安

塩　　安

尿　　素

石灰窒素

硝酸性複合

層　位
　（o薦）

7
5
7
5
7
5
7
5
7
5
7
5

　
「
⊥
　
　
「
⊥
　
　
「
⊥
　
　
「
⊥
　
　
「
⊥
　
　
ー
ム

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

0
7
0
7
0
7
0
7
0
7
0
7

Ca

2．27
1．22

8．00
5．10

6．06
4．98

5．00
3．23

1．74
1．91

2．17
1．72

Mg

0．82
0．58

1．60
1．59

1．42
1．64

1。28
1．ll

O．52
0．63

1．04
0．81

K

忽
驚
髭
窮
盤
錦
溺

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

NO3

0．19
2．44

4．25
3．36

3．88
3．14

4．80
3．40

0．29
1．39

3。90
2．92

C1

3
0
2
3
8
1
9
0
1
3
6
9

1
1
1
1
6
1
0
1
1
1
0
0

0。

色
0
0
1
2
0
0
0
0
0
0

電導度

0．74
0．42

1．88
1．28

1．71
工．59

1．40
0．96

0．87
0．70

0．88
0．67

，
ぐ

オンおよびアニオンについて調べた成績である。この

・結果によると，Ca・M9は硫安区。塩安区・尿素区が

この順に多く，硝酸性複合区がこれに次いでいた。石

灰窒素区はCaの施用量が他区に比較し多いにもかか

わらず，溶出量が明らかに少なかった。NO3は尿素

了図・硫安区が多く，硝酸性複合区・塩安区がこれに次

ぎ，石灰窒素区が明らかに少なかった。C1は当然のこ

とであるが塩安区に多く，またここでは測定しなかっ

1たが，SO4も硫安区が最も多いものと思われた。

　5．窒素の施肥量とイチゴの生育・収量について

　（1）試験方法

土壌の類型を異にした場合，半促成イチゴにたいす

る無機質肥料の施肥量が，イチゴの生育・収量におよ

ぼす影響について調べるため，1966年度栃木県鹿沼市

・今市市に試験地を設け施肥量査定試験を行つた。

試験地および試験区の内容は第4表のとおりであ

る。供試品種はダナー，施肥は10月上旬，定植は10月

中旬（施肥9日後定植），マルチ・保温開始は1月中

旬（試験地により1，2日の差あり）に行った。潅水

は，黒色火山灰・上日向試験地，塩野室試験地はチュ

ーブ潅水，礫層・上日向試験地は畦問潅瀧方式をとっ

た。

第4表施肥量査定試験試験内容（ユOaあたり）

土　　壌

類型別
試験場所

「
栽
　
培

式様

　　　　鹿沼市上日向1
　　　　　　　　　　黒色火山灰，　　　　1
　　　　・今市市塩野劉

礫　　層 鹿沼市上日向

栽　植

株　数

トンネノレ 　8，000

ハウス

トンネノレ

6，400

6，300

植床対

通路比

10：　8

10：7．5

10：10

区　名l

　　　l

肥
肥
肥
肥

多
少
多
少

巴
巴

月
月

多
少

施肥量（成分んg）

NIP2・5
　119：811瑳：1

3・。・1鈎．6
15．0　　　　：L7．3

30．O
l5．0

30．O
l5．0

K20

26．2
13．1

25．7
12．8

28．1
14．0

堆　肥

（ton）

1

2

2．5

注，供試肥料：黒色火山灰上日向試験地は有機そ菜2号（N：ll，P205：10，K20：10，有機態窒素は

　全窒素中の1％），燐硝カリ1号を，その他の試験地は複合燐加安42号，燐硝安カリ1号を供試。

　有機そ菜2号および複合燐加安と燐硝安カリとの施用割合はN成分にて2対1。全量基肥，植床に

　全層施用する。

　これらの試験地土壌は．黒色火山灰・上日向は，表層

一470πまで黒色のL，全炭素4～5％，置換容量26m。e，

燐酸吸収係数1，500を示し，下層は関東ローム層に接

・続する土壌であり，塩野室は表層5Qo魏までは黒色のL

・～SL，全炭素6％，置換容量20～24m。e，燐酸吸収係

数2，400を示し，下層は砂層に接続する土壌である。

礫層・上日向は表層170鷹までは灰褐色のSL，置換容

量12．me・燐酸吸収係数590を示し，下層は砂礫層とな

る土壌である。

（2）試験結果

第5表は各試験地の生育調査成績であるが，この結

果をみると，いずれの試験地においても，多肥区（N・

30吻／10a）は少肥区（N。15勿／10a）に比較し，収

穫初期までは生育が悪く，それ以後気温が上昇する頃
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第5表　施肥適量試験生育調査成績（株あたり）

地験試壌
型

土
類

黒色火輝沼市
μ．1　灰 上日向

　　
　　鹿沼市礫層
　　i上日向

区別、

田
し
巴

月
E
月

多
少

田
」
田
U

R
月
月

多
少

葉　 数（枚）

1月10日 2月4日 3月23日

株の高さ（0寵） 株のひろがり（直径0毎）

4．2

4．5

5．8

6。4

9．7

10．2

1月10日

15．2

14．9

10．5！　　　15．5

11．O　　　　l5．0

3．1

3．4

6．4

6．2

2月4日

13．3

14．2

ll．9

14，9

3月23日
・月1・日12月4日13月23日

10．7　　　13．8　　　23．5

1L7114・7　24・1

27．5
28．8、

26．3　　　12．3　　　22．6　　　32．7
・8．5・2。4123．43・．2・

になってやや回復する傾向があった。

第6表は各試験地の収穫果数調査，第7表は収量調

査の成績である。いずれの試験地においても，多肥区

に比較し少肥区の方が，収穫の全期間にわたって収穫

果数・果実重が増加しており，とくに重要視さるべ

きことは，前記試験の石灰窒素区・硝酸性複合区の場

合と同様，少肥区が収穫早期の収量が著しく増大して

いることである。そしてさらに多肥区の収穫時期別の

収量の推移をみると，前記試験の硫安区・塩安区の場

合と明らかに相似していた。

第8表は，各試験地土壌のPH（KC1）・Nq－N・

電導度の変化を調べた成績である。測定方法は前記試

験の場合と同じ方法を用いた。

この結果によると，いずれの土壌においても，多肥

区に比較し少肥区の方がPH（KC1）がやや高く，電導

度が低かった。また層位別のNO3－N含量は，前出第

3表の場合と同様，第2層（5～150艇）よりも第1層

（0～56鷹）に多かった。礫層・上日向の場合，黒色

火山灰に比較し，NO3－Nの含量が著しく少ないが，

これは礫層・上日向が畦間潅漸方式をとったため，潅、

水による流亡が助長されたためと思われる。

第6表施肥量査定試験収穫果数調査成績（10鋸当個）

土壌類型別

黒色火山灰

礫　 層

試験地

今市市塩野室

鹿沼市上日向

区　別

多　肥

少　肥

多　肥

少　肥

調 査 期 間

3　月
232

291
（125）

0

4

14月上喬

334

351
（105）

48

110
（229）

4月中旬

262

357
（136）

188

254
（135）

4月下旬15・6月閲陳計

41d　647　1，888．
　ヒ　　　　
473　　770 　2，242・

（ll5）1　（ll9）1　（ll9）

　1
32g 　7921　1，357

　43a　　　　　　　794　　　　　ユ少598．

（133）1　（100）　（ll8）

　1
注・少肥区の（）内は各期間の多肥区を100とした場合の指数。

第7表施肥量査定試験収量調査成績（勾／10a）

土壌類型別 試験地　　　1

鹿沼市上日向

黒色火山灰i

礫　 層

1今市市塩野室

鹿沼市上日向

区別

多肥
少肥

多肥
少肥

多肥
少肥

果 実 重

3　月
t4月上旬
1

4月中旬

生茎

50

155
（310）

297

321
（108）

O
e
Q

332

453
（136）

351

424
（121）

309

303
（98）

193

311
（161）

7gl

l57
（199）

4月下旬15・6肩累計葉重
6・714・3i・・7431

7131　46112・206i
（ll7）1（ll4）1（127）1

374

471
（126）

252

3・41468
（121）1（131）

　　　358！

727

822
（ll3）

1，900

2，228
（117）

　752　　　1，441

697 　1・632
（93）1（113）

546．

554
（101）

1，171

1，056，

（90）　　，～

701

663，
（95）

注・少肥区の（）内は各期問の多肥区を100とした場合の指数。
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第8表施肥量査定試験地土壌のPH・NO3－N・電導度の時期別変化

）一・

土壌類型

黒色火山灰

礫 層

試験地

鹿沼市上日向

鹿沼市上日向

区　別

多　肥

少　肥

多　肥

少　肥

層　位

（o初）

R
》
R
》
　
R
》
R
》

　
「
↓
　
　
　
1

～
～
～
～

O
R
》
　
0
ロ
リ

戸
D
只
）
　
5
只
》

　
l
　
　

l

～
～
～
～

0
5
　
0
R
》

PH（KC1）

12月中旬15月下旬

Ω
∪
7
　
1
1

4
4
【
D
5

4
2
　
戸
0
5

4
4
　
4
4

2
2
　
4
4

戸
D
只
》
　
R
》
R
》

Q
》
0
　
3
4

4
5
5
5

醤03－N

12月中旬

56．9
41．1

36．6
29．7

5月下旬

電導度
12月中旬

34．8－　　　　1．39

18．2　　　　1．16

22．7　　　　　0．67

16。8　　　0．66

37．813．gt

ll：1

R
》
ハ
0
2
2

2
ー
　
ハ
U
O

∩
》
つ
9
　
（
U
（
∠

8
4
只
V
3

∩
V
O
　
O
∩
》

5月下旬

⑤
＆
1
4

0
ワ
‘
6
【
D

「
⊥
0
　
0
0

7
α
＄
6

3
（
∠
　
《
∠
1

0
0
　
0
0

注・硝酸態窒素は乾土1009中のN昭。電導度はmU／cπ。

砕

4．考察およぴ論義

　半促成イチゴの本圃での生育は，生育期問の大半が

季節的に乾燥期と寒冷期にあり，またビニーワレマノレチ

が一般の慣行として行われているので雨水・潅水によ

る作土の洗潅作用が少なく，塩類が集積しやすい傾向

にある。また水田裏作では主として畦間潅概が行われ

ているが，この場合でも作土の水による上下洗瀞の影

響はそれほど大きくなく，透水過多の礫層土壌を除け

ば，塩類の流亡はさほど起らぬものと考えられる。以

上のことは，生育時期別に，層位別に，土壌の電導度

・塩類の量を調べた結果，第1層に集績量が多かった

ことからも首肯される。っまり，半促成イチゴは，他

の露地そ菜よりも塩類による濃度障害が発現しやすい

条件下にあると云える。したがって窒素質肥料肥効比

較試験の硫安区・塩安区および施肥量査定試験の多肥

区（N，30κg／10a）に生育の抑制，果実収量（とく

に早期収量）の減少がみられ，しかもこのことと土壌

の電導度との間に密接な相関が認められることは，塩

類による濃度障害が茎葉の繁茂，花芽の形成・分化に

悪影響をあたえたためと考えられる。

　塩類による濃度障害は，土壌の電導度を測定するこ

とによって判定することが可能である。その際指標と

しては，定植時の測定植を用いるのが妥当と思われる

が，本研究の場合は電導度を高める主体がNO3であ

ることを考慮し，硝酸化成がある程度進行し，しかも

降雨，潅水の影響をあまり受けぬ施肥3週間後（定植

後2週間）の電導度を用いた。その結果，乾土1対水

5の浸出法をとった場合，窒素質肥料肥効比較試験の

濃度障害のみられた硫安区・塩安区は1・7mび以上・障

害のみられぬ尿素区はL4mび，石灰窒素区・硝酸性複

合区は1mび以下であり，また施肥量査定試験の場合

は施肥3週間後の測定値がないので肥効比較試験の数

値から類推すると，黒色火山灰土壌の多肥区が2mび

少肥区が1・3mU，礫層（沖績）土壌の多肥区が1．4mv，．

少肥区が1．lmびと考えられ，濃度障害を起す限界の電

導度は，黒色火山灰土壌では1．5mび，礫層沖績土壌で

は1．2mUであると推定された。

　またこれら土壌の電導度を高める主成分は，石灰窒

素区が石灰施用量が多いにもかかわらずアニオンが少’

ないため電導度が低く，また対照的に硫安区・塩安区

が石灰施用量が少ないにもかかわらず電導度測定液中二

のCaの溶出量が多くしたがって電導度が高まること

から，実際の圃場においては，NO3，SO4，Clであると

　　　　く3）
推定された。そしてこれらのアニオンのうちNO3は高コ

濃度ではSO4・C1よりも植生にあたえる害作用は大き
　（1）
いが，低濃度では障害がなく，また主要な栄養素であ・

るので，低濃度ではSO4・C1の方が植生にあたえる害
　　　　　　　　　　　（4）
作用は大きいものと思われた。硫安区・塩安区が濃度

障害を起こしたのは，SO4・C1が電導度を高めた主体、

であったためと考えられる。

　以上のことから，半促成イチゴにたいしては，定植

直後の電導度が，黒色火山灰土壌では1．5mU，沖積土

壌では1。2mぴ以上に高まらぬよう無機質肥料（とく

に窒素質肥料）の施肥量を規制し，また使用する肥料

の種類もSq・C1のごとき副成分をあまり含まぬ肥料一

を選択すべきであるとの結論に達した。そして，この・

意味において，半促成イチゴの施肥基準量を勘案する

と，無機質窒素肥料はN，15匂／10aが施肥の限界量：

であると考えられた。

　5．要　　約
　半促成イチゴの栽培は，塩類による濃度障害が発現、．

しやすい条件下にある。濃度障害は無機質肥料（とく

に窒素質肥料）の多施によって起こる場合が殆んどで＝

あり，また肥料の種類によってその発現の度合が異なこ
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っている。多肥による濃度障害が甚だしい場合は枯死

するが，それほど甚だしくない場合には，生育の抑

制，果実収量（とくに早期収墨）の減少となって現

われる。このことは，恐らく濃度障害が茎葉の繁茂，

花芽の形成・分化に悪影響を及ぼしたためと推定され

・る。

　塩類による濃度障害の程度は，土壌の電導度を測定

’することによって判定することができる。乾土1対水

5の浸出法により電導度を測定した場合，障害を起す

根界の電導度は，定植直後の測定値で，黒色火山灰土

壌では1．5mU，沖積土壌では1．2mぴにあることが推

定された。したがって無機質肥料（とくに窒素質肥料）

の施肥量は，電導度がこの限界値以下であるような施

肥量が望ましく，この意味において半促成イチゴの施

肥量を勘案するとN，15句／IOaが適量であると考え

られた。

　また土壌の電導度を高める主成分は，実際の圃場に

おいては，NO3・SO4・C1であり，そのうちでも濃度

樟害を起しやすい成分はSO4とC1であった。したがっ

て，これらの副成分を多量に含む肥料を使用する場合

は，上記の施肥適量を厳守する必要があるものと思わ

れた。

　追記　イチゴはそ菜のうちでも肥料要求度の低い植

物であり，施肥窒素の利用率も5～6％にすぎぬもの

である。したがって一般には窒素施用量は上記15吻

／10aで十分であると考えられるが，透水過多の礫層

土壌などでは流亡により不足することがあるので，そ

の場合には無機質窒素肥料はこの量にとどめ，不足分

は有機質肥料で補うべきであろう。

　燐酸・加里は実際には窒素ほど濃度障害にたいする

影響は大きくないので，おのおの25勾／10aの施用量

までは許容される。

　謝辞　本研究を遂行するにあたって，種々貴重な助

言を頂いた鶴見曇伺部長・加藤昭主任研究員，試験の

一部を担当された青木一郎・豊田順子両技師，依託試

験地を快よく引受けられた鹿沼市玉田茂平・根本利八

郎・根本孝之，今市市　阿久津正尚の諸氏に厚く御礼

申し上げる。
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半促成イチゴの収量におよぼす
無機質窒素肥料の影響
羽　生
幌・小川昭夫
◎
ノ軋・
1．緒
目
　栃木県におけるイチゴの栽培は，近年急速に盛んに
1なり，全国有数の栽培面積販売高を誇るまでに進展し
』た。しかし最近になつて，とくにハウス・ビニーノレト
ンネノレ利用の半促成栽培では，収量の頭打ち，品質の
・低下が問題になり，その原因のひとつとして過剰施肥
が指摘されている。たしかに半促成イチゴにたいする
施肥量は，栃木県では連年増加する傾向にあり，無機
・質肥料の多肥が，塩類による濃度障害を惹起し，果実
の収量減や品質低下の原因になっていることが想定さ
れる。半促成イチゴは露地栽培のそ菜に比較し生育環
境が著しく異なるため，濃度障害が発現しやすく，し
、たがって過剰施肥の影響が端的に現われるものであ
一る。
　筆者らは，これらの点について解明するため，1964
・年以来3ケ年にわたり，半促成イチゴにたいする窒素
・質肥料肥効比較試験および施肥量査定試験を行い，と
くに障害を起しやすい無機質窒素肥料の種類・施肥量
．がイチゴの生育・収量におよぼす影響について調べ，
一若干の成果を得たので以下報告する。
2．窒素質肥料の種類とイチゴの生育・収量について
　（1）試験方法
　黒色火山灰水田土壌において，各種窒素質肥料の肥
効差をみるため，1964年から67年の間にわたり，鹿沼
’市楡木町で試験を行った。試験地の土壌は，表層360π
までは黒色のCL，全炭素5〜6％，置換容量24m。e，燐
酸吸収係数2，000以上であり，下層は関東ローム層に
・接続する典型的な黒色火山灰土壌である。品種はダナ
・一，栽植密度は3．3〆あたり21株とし，植床と通路の
割合は10対8とした。栽培様式はビニーノレトンネノレ
．式，施肥・定植は10月中旬（施肥1週間後に定植），
ゼニーノレマノレチ（白）は1月上旬に行い，保温は1月
1中旬に開始した。試験区の内容は，無窒素・硫安・塩
’安・尿素・石灰窒素・硝酸性複合（燐硝安加里1号，
二N：15，P205：15，K20：12を供試）の各区を設け，
・窒素（N）燐酸（P205）・加里（K20）おのおの25匂
、／10aを施用した。　（この施肥量の表示は，通路を含
めた圃場全面積あたりの施肥量であり，植床にたいす
る実際の施肥量は，この表示量の1．8倍になるわけで
ある。）燐酸は過燐酸石灰（20％），加里は硫酸加里
（50％）を用い，硝酸性複合区の加里は補正しなかっ
た（20切／10a施用）。施肥方法は，全量基肥とし，植
床全面に全層施用した。潅水は主として畦問潅概方式
をとった。
　（2）試験結果
　10月中旬定植後間もなく，塩安区に枯死株が生じ
た（多い年次には約15％）ので，これを抜取り植え換え
た。定植後から裸温開始までの生育は，季節的な乾燥
と寒冷のため，各区間に差がみられ，塩安区・石灰窒
素区・無窒素区は他区に比較し葉縁の枯れ上りが多か
った。とくに塩安区が甚だしく，枯れ上つた葉縁の内
側に赤褐色斑が現われた。この徴候は塩安区の場合は
塩類による濃度障害と考えられ，石灰窒素区の場合は
無窒素区と同様であることから考えると，恐らく窒素
の遅効性に原因があるものと思われた。硫安区・尿素
区・硝酸性複合区の間には差はみられなかった。
　保温を開始すると，各区とも急速に生育が伸長し始
めるが，とくに石灰窒素区が最も著しく，次いで硝酸
性複合区・尿素区がよく，硫安区はやや劣り，塩安区
が最も悪かった。また無窒素区の生育も旺盛になり，
繁茂は硫安区にほぽ匹敵した生育量を示したが，葉色
はやや淡緑であった。
　開花始期は，石灰窒素区・硝酸性複合区・尿素区・
無窒素区が，他区に比較し僅かながら早くなる傾向が
みられた。また石灰窒素区は殺草効果が大きく，他区
が3回除草したのにたいし，マルチの際1回除草した．
のみで十分であった。
　第1表は収量調査の成績である。この結果による
と，肥料の種類によって果実収量に差がみられ，累計
果実収量では，石灰窒素区（llO）・硝酸性複合区（105）
が高く，尿素区（100）・硫安区（100）がこれに次ぎ，
塩安区（91）が最も低かった。さらにこれを収益性の
高い収穫早期，すなわち3月下旬から4月上旬にかけ
ての収量でみると，石灰窒素区（4月上旬の指数，
139）・硝酸性複合区（前記同，129）・尿素区（123）
�



